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三谷 針山

対象事例イメージ

① 窓口が定まってお
らず支援担当者が
不明確なケース

② 複数世帯で，それぞ
れの世帯員が課題
を抱えており，複数
の支援者が必要な
ケース

③ 参加支援の必要性
のあるケース

三谷 宮平 三芳 針山 岡本

協議内容

① 多機関協働支援会
議での検討の必要
性

② 多機関協働支援会
議のデザイン（会議
の目的や目標、参加
メンバー、会議内の
役割分担等）

③ 地域課題の抽出

多機関協働支援会議
（総合相談連絡会リノベーション）

協議事項

① 単一機関では対応
困難なケースの検
討（参加支援ニー
ズ充足も含む）

② 地域課題の明確化
と解決策の検討

③ その他（多機関協
働推進のために必
要な取組の検討）

A. 定例型（1回/3か月）

B. 随時型（必要時）

多機関協働のしくみ～多機関協働支援会議への展開イメージ～

既存の支援ネットワーク
による協働

支援ネットワーク
拡大に向けた相談

支援ネットワーク拡大の
方向性検討

拡大するネットワーク内の
役割分担

芦屋市（地域福祉課）
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しくみのとおりに対応（多機関協働）できるか、

対応できなければ何が課題で、

どのように解決できるか

についてご意見をいただきたいと思います

重層的支援体制整備事業関連会議の実施状況等 資料２



多機関協働推進の

ロードマップ（案）

令和５年度第１回 多機関協働推進委員会
（令和５年６月８日）

どのような事例に出会ったときに多機関協働
するのかイメージができる

令和５年度第２回 多機関協働推進委員会
（令和５年１２月予定）

多機関協働の実績報告をもとに、成果を確認し、
必要に応じてしくみの改善等を協議する

できたイメージをもとに
多機関協働を実践する

現場での実践
（令和５年６月～１２月）

必要に応じたしくみの改善と、新
たな実施計画の修正検討

必要に応じたしくみの改善
（令和５年１２月～令和６年３月）

書面での計画修正等の報告
（令和６年３月予定）

新たなしくみでの実践
（令和６年４月～７月）

令和６年度第１回 多機関協働推進委員会
（令和６年７月頃予定）
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Ａさん（７８）
• 生活機能障害なし
（要介護認定非該当レベル）
• 抑うつ傾向
• 一昨年まで４日/週就労
• 昨年妻と死別

Ｂさん（５２）
• 週４日のパート勤務
• 昨年妻と離婚し、
息子（Ｃ）、娘（Ｄ)とＡさん宅で同居開始

• 休みの日以外は朝から飲酒

Ｃさん（１７）
• 県内の高校に通学中
• 昨年、部活動を退部
• 家族思いで掃除や洗濯を担う

Ｄさん（１３）
• 中学２年生
• 昨年の夏休み以降、ときどき学校を休む
• 学校行事を欠席傾向

多機関協働が期待される事例のイメージ（例）


